
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年５月７日発行 第１号 秋田県立ゆり支援学校 地域支援部 

秋田県立ゆり支援学校 

スタートは子ども理解 ～特別支援教育における“不易”～ 

ゆり支援学校 教頭 神部 守  

  日頃より、本校の教育活動に御理解と御協力をいただき、ありがとうございます。 

 コロナ禍の影響で、昨年度の教育活動は、内容や方法の変更、規模の縮小など様々な見

直しを余儀なくされました。新年度、工夫をしながらも少しずつ通常の学校生活を取り戻

しつつありますが、現在もなお予断を許さない状況が続いています。 

 このような中、学習指導要領の全面実施は、小学校に続き、この４月からは中学校と予

定通り進行しています。また、ＧＩＧＡスクール構想の実現が加速され、ＩＣＴ環境が整

えられつつあります。特別支援教育関係では、インクルーシブ教育システムの実現に向け、

児童生徒一人一人のニーズに対応した取組が一層求められている状況です。 

  このように、学校を取り巻く現状は目まぐるしく変化しています。私たちには、これら

の時代の変化、いわゆる“流行”に対応した“新しい”取組や対応が求められていますが、

一方で、時代が進んでも変わらずに大事にしなければならない“不易”の部分も忘れては

ならないと考えます。 

 特別支援教育における“不易”とはなんでしょうか？ 

 「子どもの成長」、「自立と社会参加」など多くの視点があると思いますが、私は「子

どもからスタートする」ことだと常に考えてきました。丁寧なアセスメントに基づいた適

切な目標設定と手立てが、子どもの成長につながると信じています。しかし、子どもをア

セスメントし、理解することは簡単なことではありません。一つの行動の原因が複数の要

因が絡み合っている場合もあるからです。 

 ゆり支援学校のセンター的機能では、子ども理解や、それに基づく環境づくりのお手伝

いをさせていただきます。コロナ禍による制約はまだしばらく続きそうですが、できるこ

とを考え、工夫しながら取り組んでいきます。ぜひお気軽にお声がけください。 

             本校では、主に居住地校交流や学校間交流の事前学習として、

小・中学校における障害理解の出前授業を行っています。また、

地域の学校における共生社会の実現を目指し、交流の有無にか

かわらず、この取り組みを一層推進したいと考えています。 

学校において障害者に対する理解を深めることは、近い将来

に社会を担う子どもたちの『心のバリアフリー』を育むだけでなく、子どもたちを通して

保護者や地域の理解を促進し、社会全体の意識を変えていくことにもつながります。人権

教育や総合的な学習の時間等の一環としても、ぜひ本校の障害理解学習をご活用ください。 

 ご活用下さい!! 

障害理解学習 

出前授業 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

ゆり支援学校では、小・中学校の担

任の先生方の困っていることを一緒に

解決したいと思っています。各小学校

や中学校に、左の御案内を配付してお

ります。まずは電話での御連絡をお待

ちしております。 

TEL：0184-62-6136 

 

★道川分教室 

※教育専門監等の派遣依頼文の様式は、ゆり支援学校のホームページからダウンロードできます。 

 

☆火曜日・金曜日９：００～１５：４５ 
鶴舞小学校内 
特別支援教育地域センター 
℡：0184-22-3558（直通） 

☆木曜日 ９：００～１５：４５ 
岩谷小学校内 
特別支援教育相談ルーム 
℡：0184-65-2220 

特別支援教育 
コーディネーター 

相場眞里子 

☆お急ぎの場合は、ご連絡ください。時間等、配慮いたします。 

★特別支援教育アドバイザー 

 教頭 
 神部 守 

ゆり支援学校相談窓口  

 

 

T E L ：0184-27-2631 
Ｅ-mail: yuri-s＠akita-pref.ed.jp 
ＨＰ：http://www.yuri-s.akita-pref.ed.jp 

石川 純子 

教頭 
近藤 郁 

教育専門監
桐田 明日子 

小学部主事 
畠山 千恵 

中学部主事 
菊地 正紀 

 

高等部主事 
鈴木 健 

地域支援部主任 
髙橋 直志 

教頭 
佐々木朋広 

http://www.yuri-s.akita-pref.ed.jp/

